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平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 広報たかなべ発行業務 開始年度 昭和３４年

担当課（局） 政策推進課 担当係 情報政策係

基 本 目 標 町民参画のまちづくり

21年度予算 1,260

記入者 野中　清美 評価者 森　　　弘道

人

事業の実施方法

20年度人件費 2,156 千円 21年度人件費 2,185 千円 事業従事者数

20年度決算 1,140

事業の目的 高鍋町の行政政策・課題等を町民に知らせ、双方の意思疎通を図る。

事業の内容 高鍋町民を対象として、年６回の発行、全世帯及び他自治体等に配布。

0.30 人

◎事務事業の目的・内容

0.30

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

配布部数 広く町民に配布し町の政策動向等を伝えるための広報手段として大きな役割を果たしている。

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

発行回数 年６回

発行部数（部／回） １回８ページで8600部発行

取材回数 １発行につき約２０回

◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度標 度 度 度

成
果
指
標

配布部数

目標値
部

0

目標値

8,600 8,600 8,600
実績値 8,600 8,600
達成率 ％ 100.0% 100.0%

0

目標値
実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

活
動
指
標

発行回数

目標値
回

6 6

発行部数（部／回）

目標値
部

6

実績値 6 6

達成率 ％ 100.0% 100.0%
8,600 8,600 8,600

実績値 8,600 8,600
達成率 ％ 100.0%

達成率 ％ 100.0%

100.0%

取材回数

目標値
回

20

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

町が行うべき事業である。
町議会が議会だよりを発行している。
廃止をすると、町民生活にかかる情報が不足し、町民に不利益を与えることとなる。

25
実績値 20

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

おおむね成果は得られている。しかし、更なる成果向上のためにはページ数増を検討
する必要がある。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

「我が家の宝物」の取材の際に、発行を楽しみにしているという親御さんに会う。なかな
か広報を手にしない若年層が、自分の子供の写真が掲載されていなくても興味を持っ
て広報を開いてくれていることを感じる。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

取材・写真掲載等において協働がある。



事務事業名 広報たかなべ発行業務 担当課（局） 政策推進課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

豊富な内容を掲載するには、紙面の増加が必要である。協
働のまちづくりには町民との情報の共有化が不可欠である
ので、有効性・効率性の面から掲載記事を熟慮し、インパク
トのある広報紙を発行してもらいたい。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

現状維持

廃止

縮小

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎情報の発信には力を入れていく必要がある。事業・コストとも拡充すべきものであると考え
る。

コスト 拡充


